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　１月 27 日、今年度２度目の視察先として興部町の笹岡牧場さんへ行ってまいりました。
牧場経営に早い段階から従業員を取り入れ、積極的に仕事のアイデアを出させる、経営状況
を発表させる、目標を定めて達成を目指す等といったモチベーションを高める従業員の雇用
について興味深い話を聞いてまいりました。事務所には従業員たち作成の発表用の資料がず
らりと並んでおり、「経営の見える化」が従業員によって行われていました。
　また、牧場の経営も自分のところだけよくするのではなく、その地域が酪農経営にとって
魅力的になるためにどうするべきかということについても多くの時間をかけて話していただ
きました。雇用を作ることは地域を作るということを改めて感じさせられる時間でした。
　酪農経営の規模が段々と拡大する中で従業員を雇うケースは着実に増えておりますので、
今回の視察が部員達の今後の経営に役立てられればと願っております。
� （文：青年部　長屋　善之介）

笹岡牧場視察

真剣に話を聞く部員興部町　笹岡牧場

学習会の様子

　１月 30 日（火）、本所２階大会議室にて網走農業改良普及センター紋別支所の工藤専門主
任と笠井専門普及指導員を講師に招き、乳検データについて学習会を実施致しました。
部員 14 名が参加した今回の学習会を通じて、就農して間もない経験の浅い部員は、日頃何と
なく見ている乳検データから自分の牛群の実態や問題点を知る方法を身に付ける事が出来た
と思います。他にはGEシステムという普及員が製作した繁殖管理システムの情報提供があり
ました。
　今後も部員への要望調査を行い、実態に即した農業経営に役立つ学習会を企画していきた
いと思います。� （文：青年部　古川　涼）

乳検データに関する学習会
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【全体運】�何かと迷ってしまいそう。結論を急がず、頼れる相手に相談を。中途

半端になっていることを片付けると開運に
【健康運】うっかりしやすいため小さなけがに注意
【幸運の食べ物】ウド



【全体運】�心理的に不安定になりやすいよう。ゆっくり深呼吸をして心を静めて。また、うわさ話には関わらない
方が賢明です

【健康運】軽く体を動かせば、最適な気分転換に
【幸運の食べ物】ワカサギ

　２月 10 日、紋別市で開催された流氷まつりにて、JAオホーツクはまなす青年部主催の「バターづくり体験、ホット
ミルク配布」を行いました。
　同時に行ったよつ葉乳業の製品、ミルクランドグッズの無料配布は開始前から長蛇の列ができており、開始早々に配
布完了。ホットミルクも皆美味しく飲んでいただき、こちらも早々と配布完了。バターづくりのペットボトルは 100 セッ
ト予定通り配布完了し、おおかた時間内に作り終えました。当日は、気温は高かったのですが、やはり冬のため、お湯
で何度か温めながら行いました。
　多くは子供でしたが、おじいさんおばあさん、外国人の方まで幅広い方に楽しく体験してもらえるイベントとなりま
した。� （文：青年部　長屋　善之介）

流氷まつりバターづくり体験

　今年度も「JAオホーツクはまなす青年部　絵・ポス
ターコンテスト」を開催し、地域内の未就学児、小学
生から 89 点の作品を提出していただきました。
　「みぢかな農み～つけた」というテーマで作品を募集
し、牛や畑、学校の給食や地域の農業などを色々と絡
めた作品が多数あり、食と農の関係を理解している子
供が多数いることを大変嬉しく思いました。
　２月 10 日に行われた表彰式では多くの受賞者に参加
してもらい、緊張した様子で賞状・賞品を受け取って
いました。また、イメージキャラの「元気くん」も相
変わらず子供に人気で記念撮影に忙しい様子でした。
　食と農を子供達に考えてもらうこの行事を、青年部
活動の一つとして引き続き行っていくことを願ってい
ます。� （文：青年部　長屋　善之介）

絵・ポスターコンテスト

入賞者で記念に1枚

バター出来てるかな？

大人気の「元気くん」

バターの作り方を説明中

大盛況のバター作り体験

バター作りは老若男女問わず大人気

開始前から長蛇の列
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【全体運】�楽しいことに縁があります。イベントや飲み会、旅行などに誘われたら、気軽に顔を出してみて。創作
活動も吉

【健康運】運動不足になりやすいかも。散歩が有効
【幸運の食べ物】タマネギ

受賞
作品

大 賞
木村　百花

青
年
部
長
賞

三好　真桜

猿子　　希

よつ葉賞

木村　詩音 菊谷　心春

白川　花音
青年部賞

荒木　颯太 成田　優羅
高山　創多 江川　夢来

ＪＡオホーツクはまなす賞

岩崎　衣吹 石崎　ゆめ

流
氷
科
学
セ
ン
タ
ー
賞

阿部　心春
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